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伊勢原市 No.123 遺跡の発掘調査 
 

 伊勢原市子易に所在する伊勢原市 No.123 遺跡は、

中日本高速道路株式会社が計画する新東名高速道路建

設に伴う事前調査として、2012 年 9 月から発掘調査

を実施しています。 

今回の調査は、以前、当財団で調査を行った子易・

大坪遺跡の隣接地 2 地点を対象として実施したもの

で、これまでに、中世の掘立柱建物跡、竪穴状遺構、

石組遺構、区画溝や、弥生時代の土坑、縄文時代の敷

石住居跡、陥穴状土坑などが発見されています。特に、

中世の掘立柱建物跡は、建て替えを含め、少なくとも

4 棟以上が確認されており、鈴川右岸の段丘上に展開

する居館跡として貴重な発見といえるでしょう。 

 上の写真は、４区から出土した槍先形尖頭器で

す。旧石器時代の遺物です。この遺物の周辺から

は、黒曜石や頁岩などの剥片も多数出土しており、

この周辺で石器を作っていたものと思われます。

その他にも礫群なども見つかっており、この場所

に旧石器時代の人が生活していたことが分かりま

した。 
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上の写真は、4 区で発見された掘立柱建物跡を構

成する柱穴の個別写真です。柱穴は方形を基調とし、

明瞭な柱の痕跡を確認することができます。柱の大

きさは 10～12cm 角のものが多く、やや小ぶりな

印象を受けます。柱穴底面の状況は様々で、柱根部

が据えられた柱あたりが明瞭に確認できるもののほ

か、根石が設置されているものや、底面を突き堅め

て硬化面を形成しているものも存在します。 

  

左上の写真は、4 区北西部で発見された中世の石組

遺構と、近世以降の石垣です。人頭大を超える大形の

河原石が集中的に配されたもので、今回発見された建

物群と関連のある施設だと思われますが、詳細はよく

分かっていません。礫に混じって、かわらけや常滑の

甕、石臼、銅製品、鉄製品などが出土しています。 

右上の写真は、5 区で発見された区画溝です。子

易・大坪遺跡の調査で、この溝の西側延伸部分が見つ

かっていましたが、今回の調査において、この溝が建

物群の北縁を画することが明らかになりました。 

これまでに発見された遺構   
 

伊勢原市 No.123 遺跡４区 

中･近世：段切状遺構、石垣、土坑、水田跡 

中世：掘立柱建物跡、竪穴状遺構、石組遺構、溝

状遺構、焼土址、配石遺構、土坑、ピット 

弥生時代：土坑 

縄文時代：敷石住居跡、陥穴状土坑、土坑 
 

伊勢原市 No.123 遺跡 5 区 

近世：段切状遺構、礫集中、土坑 

中世：竪穴状遺構、溝状遺構、焼土址、陥穴状土

坑、土坑、ピット 

縄文時代：溝状遺構、石器集中、ピット 
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4 区 石組遺構(西から) 5 区 区画溝(西から) 

4 区 中世面遺物出土状況(かわらけ・鉄鏃) 
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